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1 テクノアメニティ２０１５ 基本戦略

事業・技術ポートフォリオ

1．テクノアメニティ２０１５ 基本戦略

ありたい姿 電子情報
材料

新エネルギー
分野

既存事業
健康・

医療分野

事業 技術ポ トフォリオ

2025年
材料 分野

既存事業
医療分野

・一つの柱に ・燃料電池
材料

・収益性
回復 向上

・メディ
カルマテ

あるべき姿

・ＦＰＤ向け

材料

新燃料関連

回復・向上

・グローバル
サプライヤー

カルマテ
リアル

機能性
2015年 ・蓄電池、

通信デバイス、
半導体 向け

・新燃料関連
材料

サプライヤ

・ＥＯ新法

・機能性
食品素材

グリーンケミストリー関連技術、環境関連技術、評価技術

触媒技術 有機合成技術 高分子合成技術 生産技術現在

4

触媒技術・有機合成技術・高分子合成技術、生産技術現在



1 テクノアメニティ２０１５ 基本戦略1．テクノアメニティ２０１５ 基本戦略

人と組織の活性化

人材の開発 人員確保、経営・専門スキル、海外

人と組織の活性化

活力ある組織風土の醸成 挑戦、壁払拭、理念浸透

組織力の強化 事業部強化、ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾏﾈｰｼﾞｬｰ教育

グループ経営の明確化・国際化

２０２５年のビジョン
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革新的な技術で新しい価値を創造する化学会社



1 テクノアメニティ２０１５ 数値目標と重要課題1．テクノアメニティ２０１５ 数値目標と重要課題

数値目標

2012年度中計 2015年度長計

売上高 3 300億円 4 000億円売上高 3,300億円 4,000億円

経常利益 220億円 300億円

ROA*) 6.3％ 7.5％

基本コンセプトは引継ぎながら、計画値を2012年度中に見直す

2013年度から新しい後半3ヵ年計画スタート

*) 総資産経常利益率

2013年度から新しい後半3ヵ年計画スタート

重要課題

① コア事業（ＡＡ／ＳＡＰ）の拡大

② 既存事業の収益改善
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③ 新規事業の育成



２ 業績の推移 2011年度業績

テクノアメニティ２０１５

2010年度実績 2011年度実績

２．業績の推移 2011年度業績

年度実績 年度実績

売上高 2,883億円 3,207億円

経常利益 309億円 331億円

過去 高益を更新

ROA*) 9.7％ 9.7％

*) 総資産経常利益率

過去 高益を更新

数値上2015年度利益目標を２期連続で上回る

AES EGの市況高継続AES、EGの市況高継続

能力増強したAA、EO、ＳＡＰなどが高稼働維持

2010年10月稼働のSAP新設備は通年寄与2010年10月稼働のSAP新設備は通年寄与

震災の影響は軽微

電子情報材料、新エネルギー材料は伸び悩み

7



２ 業績の推移 2012年度事業環境

テクノアメニティ２０１５

厳しい事業環境

２．業績の推移 2012年度事業環境

中東情勢の不安定化→原料価格上昇

円高の継続→輸出競争力低下、国内需要の中期的縮小

厳しい事業環境

電力供給不安→コスト高、設備稼働制約

中国の金融引締、欧州債務問題→需要成長の鈍化

ＡＥＳ海外市況の平常化→スプレッド縮小

設備増強の踊り場（当社）

増産・拡販余力限定的→収益拡大を制限

設備増強の踊り場（当社）

米国経済 中国インフラ建設 国内自動車に回復の兆し

明るい兆し
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米国経済、中国インフラ建設、国内自動車に回復の兆し

新興国需要の底堅さ



２ 業績の推移 2012年度計画

テクノアメニティ２０１５

2011年度実績 2012年度計画

２．業績の推移 2012年度計画

売上高 3,207億円 3,300億円

経常利益 331億円 280億円

ROA*) 9 7％ 7 6％ROA*) 9.7％ 7.6％
*）総資産経常利益率 前提条件

①為替レート US$ = 79円、EUR = 109円

② 産 価格 円

US$ = 80円、EUR = 100円

円

実績

増収減益

②国産ナフサ価格 54,900円/KL 60,000円/KL

増収減益

原料価格高騰、AA/AES市況下落→ スプレッド悪化

下期の数量増加を見込む

原料価格に対応した製品価格の修正
アクション
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原料価格に対応した製品価格の修正

販売計画の達成



２ 業績の推移 2009～2012年度

テクノアメニティ２０１５

400 基礎

機能性＋環境 触媒
営業利益（億円）

２．業績の推移 2009 2012年度

300

機能性＋環境・触媒
（億円）

機能性化学品

200 ＳＡＰ拡大を中心
に利益水準向上し

全体を底支え

0

100
ＳＡＰ ＋６万トン 2010/10～

2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 計画 2012年度 中計

3000 プロピレン
ＡＥＳ

アジア市況
（＄／Ｔ） 基礎化学品

1000

2000

ＡＥＳ
スプレッドが縮小し
ても規模拡大により

利益創出力強化

ＥＯ ＋７万トン 2010/2
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0
2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 計画

ＥＯ ＋７万トン 2010/2～
ＡＡ ＋８万トン 2010/4～



３ 重要課題の進捗 ①コア事業の拡大

テクノアメニティ２０１５

３．重要課題の進捗 ①コア事業の拡大

アクリル酸
(生産能力

万トン／年） SAP
(生産能力

万トン／年）万トン／年） 万トン／年）

社 名 国 場 所 現在(2012年5月) 増設計画 商業運転 現在(2012年5月) 増設計画 商業運転

日本触媒 日本 姫路 46 8 2013年8月 32
NAII 米国 テネシー 6 -6 2012年6月

米国 テキサス 6 6 2012年6月

NSE ベルギー アントワープ 6NSE ベルギ アントワ プ 6
NSI インドネシア チレゴン 6 8 2013年8月 9 2013年8月

SAA・SGA シンガポール ジュロン島 4

NSC 中国 張家港 3 3 2014年7月

合 計 62 16 47 12
計画完成後

78 59合計 78 59

２０１５年以降の増強

原料の安定確保 設備建設費 人件費など総合的に検討
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原料の安定確保、設備建設費、人件費など総合的に検討



３ 重要課題の進捗 ①コア事業の拡大

テクノアメニティ２０１５

アクリル酸

３．重要課題の進捗 ①コア事業の拡大

需要：５％成長を想定

市場規模：４１０万トン（２０１１年推定）

増設 ２０１２年 計画合計 ６２万トン（中 韓）増設：２０１２年 計画合計 ６２万トン（中、韓）

２０１１年 合計３０万トン 【一部延期もあり当初予想を下回る】

戦略：ＳＡＰを支える生産量確保、市場の伸びを捉えた外販拡大

ＳＡＰ

需要：７％成長を想定

市場規模：１８０万トン（２０１１年推定）

増設：２０１２年 計画合計 ２０万トン（日 米 欧 韓）増設：２０１２年 計画合計 ２０万トン（日、米、欧、韓）

２０１１年 合計１８万トン

見通し：２０１１年度後半、調整局面があったが中期的に需要は成長
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戦略：強みを活かし、製品差別化でシェアを維持・拡大



３ 重要課題の進捗 ②既存事業の収益改善

テクノアメニティ２０１５

収益改善委員会

３．重要課題の進捗 ②既存事業の収益改善

コスト削減（省エネ、収率向上、プロセス改良、経費削減等）、

価格修正等により目標（※）達成へ注力 （※） 2010年度予算比約６０億円改善

誘導品の拡充

２０１２年 ４月 コンクリート混和剤用ポリマー 16,000 ㌧／年 川崎

２０１２年 ４月 洗剤ビルダー用ポリマー 2,500 ㌧／年 川崎

２０１３年１０月 （メタ）アクリル酸特殊エステル 20,000 ㌧／年 川崎２０１３年１０月 （メタ）アクリル酸特殊エステル 20,000 ㌧／年 川崎

国内拠点の再編国内拠点の再編

吹田工場の溶剤系アクリル樹脂を他拠点へ生産移管（２０１２年度）

吹田地区を研究開発センタ に
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→ 吹田地区を研究開発センターに



３ 重要課題の進捗 ③新規事業の育成

テクノアメニティ２０１５

電子情報材料

３．重要課題の進捗 ③新規事業の育成

製品開発の精度と
ＦＰＤ（フラットパネルディスプレイ）材料

光学材料用アクリル樹脂“アクリビュア ”
樹脂：高機能化推進

Ｒ

２０１２年度後半の

製品開発の精度と
スピードの向上を図る

樹脂：高機能化推進
フィルム：２０１2年度出荷予定

カラーフィルター用レジストポリマー“アクリキュアー ”Ｒ

２０１２年度後半の
需要回復を見込む

ラ ィ タ 用 トポリ クリキ
物性に優位性があり、高機能品を上市

新エネルギー材料

燃料電池用ジルコニアシート・セル

生産設備
300万枚／年体制からさらに拡大

新エネルギ 材料

300万枚／年体制からさらに拡大へ

製品大型化に対応したプラントの改造

売上高目標
２０１５年度 50億円
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２０１５年度 50億円

Bloom Energy（米）社向けを中心に販売を拡大



３ 重要課題の進捗 ③新規事業の育成

テクノアメニティ２０１５

電池材料

３．重要課題の進捗 ③新規事業の育成

リチウムビスフルオロスルホニルイミド（LiFSI) OO OO

リチウムイオン電池材料

リチウムビスフルオロスルホニルイミド（LiFSI)

特徴 電池の長寿命化、安全性向上に効果大

強

F
S

N
L i

OO

S
F

O

強み 独自触媒による新合成技術を確立し、

高純度品を安価に量産可能（世界初）

生産設備 ２０１３年に年産数百トン級の生産能力確保生産設備 ２０１３年に年産数百トン級の生産能力確保

売上高目標 2015年度 ２０億円

固体電解質ポリマー（ＩＣＰ：イオンコンダクティブポリマー）

２０１２年 プラント稼働、出荷開始
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４ ＣＳＲ経営の推進

テクノアメニティ２０１５

防災投資

４．ＣＳＲ経営の推進

全社で、地震・津波に対する安全対策を実施

姫路：護岸設備・生産設備地震対策

防災投資

安全とBCPを強化川崎：生産設備地震対策

本社：データセンター二重化

安全とBCPを強化

姫路および川崎：廃液燃焼設備建設

環境投資

ＤＢＪ格付

日本政策投資銀行（ＤＢＪ）の環境格付および防災格付で

化学メーカー初の 高ランク同時受彰

ＤＢＪ格付
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→ 低利資金を調達し上記投資を実施



５ 利益還元 基本姿勢と配当

テクノアメニティ２０１５

事業拡大や企業体質強化等を総合的に勘案しつつ、

５．利益還元 基本姿勢と配当

コア事業への積極投資 内部留保を厚く

連結業績動向を見通し、中長期的水準向上を目指す

コア事業への積極投資 内部留保を厚く

201１年度配当 2012年度配当（予想）

当期純利益 213億円

２２円/株

当期純利益195億円

２２円/株

円/株 中間 期末 合計

普通配当 11 11 22

円/株 中間 期末 合計

普通配当 11 11 22

%
2006-12年度

7ヵ年平均

2008-12年度

5ヵ年平均7ヵ年平均 5ヵ年平均

平均配当性向 26.3 27.7

平均総還元率 37.4 30.8
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おことわりおことわり

本資料は、投資判断の参考となる情報提供を目的としているものであ
り、投資勧誘を目的としたものではありません。 また、記載されている
内容は、資料作成時点で入手可能な情報に基づき当社が判断した内容を含
んでおり、記載された内容を確約したり、保証するものではありません。んでおり、記載された内容を確約したり、保証するものではありません。
実際の業績は、様々な要因により、異なる結果となる場合があります。

お問合せ先：お問合せ先：

株式会社日本触媒 ＩＲ・広報室

東京都千代田区内幸町1-2-2 日比谷ダイビル東京都千代田区内幸町1 2 2 日比谷ダイビル

TEL： 03-3506-7477

FAX： 03-3506-7598

URL h // h k b i jURL： http://www.shokubai.co.jp
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